
市民の宝 輝く瞳
鍛冶町お囃子
（村上地区 鍛冶町）

村上大祭で演奏される市無形民俗文化財第1号「鍛
冶町お囃子」。7月16日に開催された「全国森林環
境税創設促進議員連盟第22回定期総会」の交流レセ
プションでは、全国の市町村議会約200人の参加者
の前で素晴らしい演奏を披露していただきました。
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特　
　
　
　

集

このままでいいのか！

参加者５人から貴重な提言
小島　満さん（山口） 山田 雅子さん（飯野二丁目）

　荒川地区以外の議員も出席して行われまし
たが、肝心の市民の参加が少なく、いかに市
議会に無関心であるかが分かります。しかし
時代は刻々と移り、少子高齢化は避けられな
い問題であり、他力本願では改善できません。
市民一人一人が知恵を絞り合い、市民と議員
が気軽に語り合い、議員は市民から聞く耳を
持っていただければと感じます。また市職員
の皆さんも率先して市民の声を聞き、官民一
体で市議会を盛り上げ、日ごろご尽力いただ
いている区長の皆さんへの一層の力添えを願
うところです。

　村上に来て12年が過ぎました。村上市も
課題が多く、議員の考えを聞きたくて参加し
ました。人口減少と子育て支援がテーマでし
たが、子育て中の母親からの質問に議員から
の回答が明確でなく、議員の皆さんがどのよ
うに準備して出席されたのか残念でした。「市
民との懇談会」が、何のために行われている
のかと考えさせられました。素晴らしい村上
を若者に、子どもに孫にどうバトンタッチし
ていくのか。市政に関心を持ち、選んだ議員
を励まし、育てるのも私たち市民の責任なの
ではと思っています。

　５月17日㈰に開催され、今回で３回目となった「市民と議会の懇談会」。
　３月定例会での新年度事業や当初予算の審議内容などについて報告した後、特に今回は「人口
減少対策・子育て支援」をテーマに絞って意見交換をさせていただきましたが、残念ながら各会
場とも参加者が非常に少なかった懇談会となりました。
　開かれた議会をさらに進めるため、次回の懇談会にはぜひとも多くの市民の皆さんに参加して
いただけるよう、参加者の方々からコメントをいただきました。

「市民と議会の懇談会」
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特　
　
　
　

集

髙橋 博愛さん（猿沢） 　「市民と議会の懇談会」に初めて参加しました。
駐車場の満車に驚き、入場して参加者２人に二度驚
きました。車は隣の会場で開催のコンサート参加者
のものでした。開催日がコンサートと重なったため
かと昨年の参加人数を調べたら、朝日地区が４人、
市全体でも36人でした。参加者が少ない理由を一言
で言えば、議員を選んだ時の懸命に比し、関心が薄
いのでしょう。このような市民と議会の乖離を埋め
るには、議会側には事業の総括を、私たち市民は議
会にもっと関心を持つことが大切だと痛感しました。

内山 雄平さん（桃川）加藤 英人さん（大毎）

　少子化で児童・生徒数が減少し、各地で学
校の統廃合の問題が取りざたされていますが、
統廃合後の変化について検証したという例を
あまり耳にしません。そこで、統廃合が与え
る児童や保護者への影響についての検証と、
地域に学校がなくなることの社会的な意味を
どう捉えるかを尋ねました。いま学校は学習
の場だけでなく、地域コミュニティの役割も
求められています。
　懇談会への参加数が大変少なく、折角の機
会を逃していると感じました。開催時期など
工夫を凝らしてもらいたいと思います。

　議会中継を、ホームページで見て感じてい
ることがあります。質問の内容の半分以上が、
担当課に確認すれば済む内容ではないかとい
うことです。事前に確認することにより、も
っと市政の方向性に踏み込んだ内容にしてい
ただきたい。
　懇談会・議会本会議を、土日曜、夜間に行
っていただきたい。議会が市民へ開かれた姿
勢を見せることが大切であり、形だけの物で
は市民の声は反映されないと思います。日曜
本会議一般質問をぜひ行い、市民と協働の議
会運営を目指していただきたい。

各会場の参加者数
地　区

平成27年度【５月17日㈰】 平成26年度【５月18日㈰】
会　　場 人　数 会　　場 人　数

村　 上 教育情報センター 9 クリエート村上 11
荒　 川 荒川地区公民館 7 荒川地区公民館 6
神　 林 神林農村環境改善センター 5 神林農村環境改善センター 4
朝　 日 朝日支所 2 朝日地区公民館 4
山　 北 さんぽく会館 8 さんぽく会館 11
合　計 31 36
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一　

般　

質　

問　
⑴

1 5ペ
ー
ジ片野鉄雄議員

１．子育て支援策の充実について
２．市町村合併について
３．景気対策と経済活性化について
４．村上市の情報発信について

7 8ペ
ー
ジ相馬エイ議員

１．�村上市社会福祉協議会の職員採用
について

２．岩船沖洋上風力発電について

13 11ページ渡辺　昌議員
１．農業の現状と展望について
２．職員の人材育成について

2 5ペ
ー
ジ川崎健二議員

１．�戦争体験の語り部の発掘と育成に
ついて

２．�岩船町駅前の自転車置場の設置に
ついて

8 8ペ
ー
ジ小杉和也議員

１．観光振興について
２．人口減少問題について
３．産業の活性化について

14 11ページ大滝久志議員
１．１次産業の活性化策について
２．教育委員会の運営体制について

3 6ペ
ー
ジ滝沢武司議員

１．�村上市立小・中学校望ましい教育
環境整備検討委員会について

２．�村上市の教育課題の現状と今後に
ついて

9 9ペ
ー
ジ鈴木いせ子議員

１．村上総合病院の移転新築について
２．村上市の農業施策について
３．�高速道路延伸に伴う「朝日みどり
の里」の整備計画について

15 12ページ本間清人議員
１．今後の市政運営について

4 6ペ
ー
ジ竹内喜代嗣議員

１．安保関連法案に対する見解について
２．�2018年度から財政運営の主体が都

道府県となる国民健康保険について
３．ごみ処理場等の管理について
４．石川の堤防の危険箇所改修について 10 9ペ

ー
ジ山田　勉議員

１．�地域経済の活性化と雇用対策について
２．�村上総合病院移転新築の進め方に
ついて

３．洋上風力発電導入の進め方について
４．人口減少問題対策について
５．ＴＰＰに対する考え方について

5 7ペ
ー
ジ川村敏晴議員

１．�全国森林環境税創設促進議員連盟の
事務局は村上市議会にあるが、今後
の村上市としての関わり方について

２．�大滝前市長のもと各地域にできた、ま
ちづくり協議会の補助制度について

３．�選挙権が18歳以上になることに対
する、学校教育での選挙制度の扱
いについて

11 10ページ冨樫宇栄一議員
１．「地方版総合戦略」策定について
２．子育て支援について
３．小中学校のバス通学について
４．選挙の投票所設置数等について

6 7ペ
ー
ジ尾形修平議員

１．ふるさと納税について
２．�本市における中小企業の振興策に
ついて

12 10ページ長谷川　孝議員
１．新市長のまちづくり戦略について
２．�本市の外国人観光客の呼び込み対策

について

一般質問とは？
　一般質問は、議員が市長や教
育長など市当局に対し、広く市
政についての報告、説明を求め
るものです。
　定例会ごとに行われ、質問順
は抽選で決定しています。

　７月13日・21日・22日・23日の４日間の日程で行
われた一般質問に15人の議員が登壇しました。
　質問および答弁の要旨を掲載します。（質問順）
　※�全質問事項は以下のとおりです。なお、一般質問の原稿は、
質問者が作成したものを掲載しています。

市政を問う!! 15人が
一般質問
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一　

般　

質　

問　
⑵ 片野　鉄雄 議員

川崎　健二 議員

子育て支援と景気対策
　
　

子
育
て
支
援
に
も
っ
と
力

を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

	

村
上
市
で
は
27
年
度
か
ら

５
年
計
画
で
新
た
な
取
り
組
み

を
始
め
た
。

　
　

子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
民
間
団
体
と
連
携
を
し

て
は
ど
う
か
。

	

一
部
の
団
体
と
は
連
携
し

事
業
を
進
め
て
い
る
。
今
後
各

団
体
と
も
強
化
す
る
。

　
　

保
育
料
に
つ
い
て
、
第
２

子
か
ら
無
料
に
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

	

今
後
、
事
業
の
優
先
度
を

勘
案
し
な
が
ら
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。

　
　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
雇

用
対
策
は
極
め
て
重
要
と
思
う
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
を

早
期
に
導
入
し
て
は
。

	

本
市
の
厳
し
い
経
済
状
況

を
打
開
す
る
た
め
に
も
住
宅
リ

問答問答問答問答

フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
を
７
月
定
例
会
の
追

加
議
案
と
し
て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

ど
の
く
ら
い
の
予
算
に
な
る
の
か
。

	

約
３
千
万
円
程
度
で
あ
る
。

　
　

村
上
市
の
良
い
情
報
を
広
く
発
信
し

て
い
く
こ
と
は
、
市
民
だ
け
で
な
く
地
域

経
済
活
性
化
の
た
め
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

村
上
市
公
式
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設

し
て
は
ど
う
か
。

	

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
開
設
に
経
費
は

掛
か
ら
な
い
が
、
リ
ス
ク
の
問
題
は
あ
る
。

し
か
し
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
　

各
支
所
は
防
災
の
拠
点
で
も
あ
り
、

住
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
も
あ
る
。
合
併
後

の
各
支
所
の
あ
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。

	

支
所
の
緊
急
対
応
経
費
を
増
額
し
住

民
の
意
見
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
て
い
く
。

問答問答問答

　
　

戦
争
に
よ
っ
て
尊
い
人
命
を
失
い
、

貧
困
に
耐
え
た
戦
争
体
験
者
は
、
筆
舌
に

尽
く
し
が
た
い
体
験
を
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
ご
苦
労
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
。
今
年

は
戦
後
70
年
の
節
目
の
年
だ
が
、
恐
ろ
し

い
戦
争
を
知
る
人
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。

今
、
私
た
ち
は
平
和
に
暮
ら
し
て
い
る
が
、

平
和
の
尊
さ
を
感
受
す
る
と
と
も
に
、
今

後
と
も
戦
争
の
な
い
平
和
を
希
求
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
戦
争
の
恐

ろ
し
さ
や
体
験
を
語
り
継
ぐ
こ
と
は
大
事

な
こ
と
で
あ
り
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
せ
た

大
き
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
る
。
教
育
委

員
会
や
戦
没
者
遺
族
会
等
に
お
願
い
し
て
、

戦
争
の
語
り
部
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ

問

く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

	

現
在
、
市
内
小
中
学
校
で
は
授
業
で

戦
争
体
験
者
の
お
話
を
お
聞
き
す
る
等
行

っ
て
い
る
が
、
今
後
も
機
会
を
と
ら
え
て
、

語
り
部
と
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
貴
重
な
体
験
を
語
り
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

　
　

岩
船
町
駅
前
の
自
転
車
置
場
に
つ
い

て
、
高
校
生
や
一
般
乗
客
の
ほ
か
、
新
潟

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
や
新
潟
看
護

医
療
専
門
学
校
村
上
校
の
学
生
も
利
用
す

る
こ
と
か
ら
、
生
徒
・
学
生
や
家
族
が
安

心
で
き
る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
と
も
相
談
し
て
一

日
も
早
く
設
置
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

	

岩
船
町
駅
前
は
、
高
校
生
や
大
学
生

な
ど
が
利
用
す
る
自
転
車
の
駐
輪
台
数
が

多
く
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら

も
自
転
車
置
場
設
置
の
要
望
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
Ｊ
Ｒ
と
も
協
議
し
て
、
設
置
に
向

け
検
討
し
た
い
。

答問答

岩船町駅前の自転車の状況

戦
争
体
験
の
語
り
部
育
成
を

市内保育園の遊具
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終
戦
50
周
年
の
村
山
首
相

の
談
話
は
「
歴
史
の
事
実
を
謙

虚
に
受
け
止
め
、
こ
こ
に
あ
ら

た
め
て
痛
切
な
反
省
の
意
を
表

し
、
心
か
ら
の
お
詫
び
の
気
持

ち
を
表
明
致
し
ま
す
。」
と
語

っ
て
い
る
が
、
市
長
は
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
。

	

一
自
治
体
の
長
が
お
答
え

す
る
内
容
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
、「
日
本

の
戦
争
は
侵
略
戦
争
だ
っ
た
」

と
確
認
し
て
い
る
が
い
か
が
お

考
え
か
。

	

政
府
見
解
で
も
議
論
が
あ

り
、
事
実
の
検
証
が
で
き
な
い

の
で
お
答
え
で
き
な
い
。

　
　

安
倍
内
閣
の
平
和
関
連
法

案
に
反
対
表
明
す
る
考
え
は
、

な
い
か
。

	

今
の
と
こ
ろ
な
い
。

問答問答問答

一　

般　

質　

問　
⑶

滝沢　武司 議員

望
ま
し
い
学
校
環
境
へ
方
策
は

　
　

昨
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た
「
村
上
市

立
小
中
学
校
望
ま
し
い
環
境
整
備
検
討
委

員
会
」
に
諮
問
し
た
内
容
を
伺
う
。

	

望
ま
し
い
教
育
環
境
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
や
方
針
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
方
策
に
つ
い
て
諮
問
し
て
い
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
議
会
で
も
何
度
も
問
題
と

な
っ
て
き
た
学
校
統
廃
合
の
件
は
、
ど
の

よ
う
に
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

	

現
在
検
討
中
の
課
題
で
も
あ
る
が
、

文
部
科
学
省
で
も
適
正
な
学
校
や
学
級
の

規
模
や
編
制
に
つ
い
て
方
向
が
出
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
も
下
敷
き
に
し
な
が
ら
村

上
市
と
し
て
の
望
ま
し
い
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

問答問答

　
　

市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
は
５

年
前
に
比
べ
る
と
、
小
学
生
は
３
４
８
０

人
か
ら
２
７
７
１
と
約
20
％
減
少
。
特
に

１
年
生
は
５
３
３
人
か
ら
３
９
０
人
と
約

27
％
も
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
急

激
な
減
少
傾
向
を
市
教
育
委
員
会
は
、
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

	

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
は
承
知
し
て

お
り
、
そ
の
危
機
感
か
ら
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　

今
後
も
続
く
と
予
想
さ
れ
る
児
童
生

徒
数
の
減
少
に
対
し
、
市
教
育
委
員
会
は

こ
の
傾
向
を
今
後
の
子
ど
も
た
ち
の
学
校

生
活
を
改
善
す
る
具
体
策
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
手
立
て
を
考
え
て
い
る
か
。

	

そ
の
件
も
含
め
て
検
討
委
員
会
で
の

協
議
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
現

に
は
時
間
も
必
要
で
あ
り
、
そ
の
間
は
こ

れ
ま
で
ど
お
り
各
校
へ
の
支
援
や
援
助
を

続
け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

問答問答

　
　

首
相
は
、
自
衛
隊
が
安
全
な
地
域
で

弾
薬
を
運
ぶ
仕
事
を
す
る
と
言
う
が
、
戦

争
は
、
兵
站
（
食
料
、
弾
薬
、
兵
員
輸
送

な
ど
）
を
止
め
た
も
の
が
勝
つ
。

　

兵
站
は
、
戦
争
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

も
う
二
度
と
戦
争
を
し
て
は
い
け
な
い

と
い
う
意
見
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

	

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
「
世
界
の
恒

久
平
和
を
望
ん
で
い
く
」、
こ
れ
を
堅
持

し
て
い
く
。

　
　

約
２
億
円
の
国
民
健
康
保
険
給
付
等

基
金
の
残
高
で
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き

下
げ
を
し
て
ほ
し
い
。

	

制
度
の
安
定
的
運
営
と
保
険
給
付
費

等
の
増
高
時
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
税

率
の
抑
制
の
た
め
、
引
き
下
げ
は
考
え
て

い
な
い
。

問答問答

竹内喜代嗣 議員

戦争法反対全国百万人総がかり行動（山北地区）

戦争法案に反対を

年々寂しくなる入学式（村上南小学校）
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一　

般　

質　

問　
⑷

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
は

　
　

本
年
９
月
１
日
よ
り
ふ
る
さ
と
納
税

を
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
地
域
の
特
産
品

を
贈
呈
す
る
事
に
な
っ
た
が
、
そ
の
内
容

お
よ
び
制
度
設
計
に
つ
い
て
伺
う
。

	

市
外
か
ら
１
万
円
以
上
ご
寄
付
い
た

だ
い
た
方
に
金
額
に
応
じ
て
品
物
を
選
べ

る
ス
タ
イ
ル
と
し
、「
越
後
村
上
物
産
会
」

を
通
じ
て
全
国
配
送
を
行
う
と
と
も
に
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
マ
ス
コ
ミ
発
表

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信
を
行
う
。

　
　

物
産
会
員
以
外
か
ら
特
産
品
の
申
し

込
み
が
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
扱
う
の
か
。

	

本
市
と
し
て
は
初
め
て
の
取
り
組
み

で
あ
り
、
今
後
返
礼
品
の
種
類
を
は
じ
め
、

制
度
の
改
良
で
対
応
し
て
い
く
。

問答問答

　
　

市
長
は
議
会
事
務
局
時
代
、

全
国
森
林
環
境
税
創
設
議
員
連

盟
の
事
務
局
長
を
さ
れ
て
い
た

が
、
本
税
が
山
村
地
域
に
対
す

る
地
域
振
興
策
と
し
て
不
可
欠

で
あ
る
と
ご
承
知
と
は
思
う
が
、

村
上
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
る
定
期
総
会
を
成

功
さ
せ
、
長
年
の
目
的
を
達
成

さ
せ
る
た
め
の
村
上
市
長
の
心

構
え
は
。

	

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促

進
議
員
連
盟
に
加
盟
す
る
会
員

市
町
村
議
会
と
行
動
を
共
に
し
、

さ
ら
に
協
力
を
進
め
た
い
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ
の

市
税
１
％
の
交
付
金
財
源
を
継

続
的
に
確
保
す
る
こ
と
は
無
論

だ
が
、
自
立
可
能
な
協
議
会
に

は
、
自
立
の
た
め
の
さ
ら
な
る

支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
自
立
を
支

援
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

問答問

　
　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
中
小
企
業
に
対

す
る
振
興
対
策
に
加
え
、
さ
ら
な
る
支
援

が
必
要
と
考
え
る
が
。

	

本
市
で
は
、「
産
業
振
興
懇
談
会
」

を
設
置
し
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、（
仮
称
）
村
上
市
中
小
企
業

振
興
基
本
条
例
を
本
年
度
中
に
制
定
す
る
。

　
　

現
在
の
支
援
策
は
、
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
使
い
勝
手
が
悪
い
と
の
声
が
聞
か
れ
る

が
。

	

６
月
に
市
内
の
中
小
企
業
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

も
反
映
し
た
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の

を
構
築
し
た
い
。

　
　

市
内
事
業
者
に
対
し
て
市
有
地
等
を

貸
し
付
け
て
い
る
が
、
支
援
の
施
策
と
し

て
料
金
の
減
免
等
は
出
来
な
い
の
か
。

	

条
例
お
よ
び
要
領
に
基
づ
い
て
貸
付

料
を
決
め
て
い
る
が
、
要
望
が
あ
っ
た
時

点
で
対
応
し
た
い
。

問答問答問答

川村　敏晴 議員

尾形　修平 議員

まち協補助金を堅持せよ
	

「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
更

な
る
推
進
の
た
め
に
も
、
各
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
発
展
へ
の
支
援
は
や
ぶ
さ
か
で
は

な
い
。

　
　

来
年
の
参
議
院
選
挙
か
ら
、
18
歳
か

ら
投
票
が
可
能
と
な
る
予
定
だ
が
、
あ
る

政
治
学
者
の
説
だ
と
、
初
め
て
の
選
挙
で

投
票
し
た
人
は
、
そ
の
後
も
投
票
し
続
け

る
傾
向
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
小
中
学

校
か
ら
選
挙
制
度
教
育
を
し
っ
か
り
勉
強

さ
せ
て
は
ど
う
か
。

	

選
挙
法
改
正
に
伴
い
、
学
校
教
育
で

も
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る
主
権
者
教
育

の
重
要
性
が
問
わ
れ
て
お
り
、
新
潟
県
知

事
も
県
教
委
に
要
請
も
し
て
お
り
、
今
後

国
や
県
の
動
き
を
注
視
し
て
い
く
。

答問答

全国森林環境税創設促進議員連盟
第22回定期総会での総務省都道府県税課長の講演

地域の特産で村上市をＰＲ
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一　

般　

質　

問　
⑸

　
　

観
光
は
関
連
産
業
の
裾
野

が
広
く
大
き
な
経
済
効
果
が
期

待
で
き
る
の
で
、
現
在
つ
な
が

り
の
あ
る
市
区
町
村
、
以
前
つ

な
が
り
が
あ
っ
た
市
区
町
村
と

の
間
で
観
光
交
流
都
市
と
し
て

交
流
し
て
は
ど
う
か
。

	

民
間
ベ
ー
ス
で
交
流
が
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
、
市
と
し

て
も
検
討
し
た
い
。

　
　

市
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
り
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で

Ｐ
Ｒ
し
な
け
れ
ば
村
上
市
の
発

展
は
な
く
、
村
上
市
の
観
光
振

興
に
は
ど
う
し
て
も
必
要
な
こ

と
だ
。
ま
た
、
現
在
口
コ
ミ
で

入
り
込
み
数
が
増
加
し
て
い
る

地
域
も
あ
る
の
で
、
鶴
岡
市
の

よ
う
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

口
コ
ミ
情
報
を
発
信
で
き
る
よ

う
に
し
て
は
ど
う
か
。

	

ソ

※
　
　

ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
口
コ
ミ
で
観
光
客
が
増
加

問答問答

　
　

「
社
協
む
ら
か
み
」
の
職
員
募
集
に

受
験
資
格
が
載
っ
て
い
る
。
守
ら
れ
た
の

か
と
疑
惑
が
も
た
れ
て
い
る
が
。

	

市
に
匿
名
の
手
紙
が
届
き
、
市
は
調

査
を
し
、
経
過
を
報
告
さ
せ
た
。
誤
解
を

招
く
よ
う
な
採
用
の
事
実
が
あ
っ
た
。
公

募
の
採
用
と
臨
時
職
員
の
任
用
を
同
時
に

行
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
。

　
　

臨
時
職
員
に
任
用
の
知
ら
せ
は
な
い
。

市
民
に
不
信
、
疑
惑
を
与
え
た
こ
と
は
、

社
協
の
目
的
、
役
割
か
ら
も
お
か
し
い
。

市
は
指
導
、
監
督
を
強
化
す
べ
き
で
は
。

	

臨
時
職
員
へ
の
周
知
の
調
査
は
し
て

問答問答

し
て
い
る
地
域
が
あ
る
の
で
、
村
上
市
も

し
っ
か
り
と
作
り
あ
げ
る
方
向
で
考
え
て

い
き
た
い
。

　
　

人
口
減
少
問
題
対
策
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
の
乳
児
紙
お
む
つ
処
理
支
援
事
業
は

１
歳
未
満
の
乳
児
１
人
に
つ
き
、
ご
み
袋

を
60
枚
支
給
す
る
事
業
だ
が
、
市
民
と
議

会
の
懇
談
会
の
中
で
、
１
歳
以
上
の
子
ど

も
に
も
支
給
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ

っ
た
。
お
む
つ
が
は
ず
れ
る
の
は
２
歳
か

ら
３
歳
ま
で
が
多
い
の
で
、
支
給
年
齢
を

引
き
上
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

	

子
育
て
支
援
策
と
し
て
喜
ん
で
も
ら

え
る
事
業
な
の
で
直
ち
に
検
討
し
た
い
。

　
　

地
場
産
業
を
市
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

た
り
、
地
方
創
生
で
支
援
を
計
画
す
る
市

区
町
村
が
あ
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

	

市
の
財
産
で
あ
り
、
後
世
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
に
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
く
。

問答問答

い
な
い
。
職
員
採
用
は
透
明
性
確
保
に
万

全
を
期
す
よ
う
に
と
文
書
を
出
し
た
。

　
　

25
年
６
月
10
日
、
安
田
教
授
が
県
庁

を
訪
問
し
協
力
依
頼
、
環
境
課
に
照
会
あ

り
、
６
月
28
日
漁
業
組
合
幹
部
と
協
議
し

洋
上
風
力
発
電
の
可
能
性
エ
リ
ア
の
提
示

を
依
頼
、
７
月
10
日
エ
リ
ア
（
素
案
）
を

提
示
。
日
本
海
の
夕
陽
は
す
ば
ら
し
い
と

手
を
合
わ
せ
て
拝
む
観
光
客
が
い
る
の
に
、

科
学
的
な
デ
ー
タ
も
な
く
三
面
川
河
口
か

ら
荒
川
河
口
ま
で
と
簡
単
に
決
め
ら
れ
た

の
か
。
補
償
の
話
は
。

	

補
償
と
い
う
名
で
な
い
が
、
何
ら
か

は
あ
り
得
る
と
進
ん
で
い
る
。

　
　

こ
の
地
域
は
県
立
自
然
公
園
、
鳥
獣

保
護
区
、
保
安
林
に
指
定
。
粟
島
に
は
国

の
天
然
記
念
物
の
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
と

ウ
ミ
ウ
の
繁
殖
地
が
あ
る
。
三
面
川
と
荒

川
は
鮭
の
遡
上
す
る
川
と
課
題
は
大
き
い

が
、
市
は
ど
う
ク
リ
ア
す
る
の
か
。

	

市
と
し
て
は
、
科
学
的
に
き
っ
ち
り

根
拠
づ
け
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

問答問答

相馬　エイ 議員

小杉　和也 議員

紙おむつ支給年齢引上を

（注）ソーシャルネットワークとは　�インターネット上で，人々が共通の話題や趣味を通じて交流する
ネットワーク型サービス、あるいはそのウェブサイト。

粟島はウミウとオオミズナギドリの繁殖地

観光交流都市として交流すべき「川越市」

社
協
の
採
用
試
験
は
公
正
か
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元牧草地を農地として活用した
穀造クラブの取り組み（貝附）

賑わう「朝日みどりの里」

一　

般　

質　

問　
⑹

　
　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
対
策
に

つ
い
て
、
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ

り
企
業
を
誘
致
し
、
雇
用
の
場
拡
大
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
い
か
が
か
。

	

重
要
課
題
と
し
て
、
常
に
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

村
上
総
合
病
院
移
転
新
築
工
事
は
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

	

村
上
総
合
病
院
移
転
新
築
工
事
の
事

業
年
度
は
、
29
年
か
ら
32
年
度
と
予
定
さ

れ
、
厚
生
連
の
計
画
に
よ
り
粛
々
と
進
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
も
最
大

限
の
支
援
と
協
力
を
し
て
い
く
。

　
　

洋
上
風
力
発
電
導
入
の
進
め
方
に
つ

い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
の

み
な
ら
ず
、
経
済
面
や
観
光
面
か
ら
の
地

問答問答問

　
　

村
上
総
合
病
院
の
移
転
新

築
候
補
地
の
決
定
に
は
時
間
が

か
か
っ
た
が
、
何
が
原
因
と
考

え
る
か
。

	

候
補
地
の
土
壌
汚
染
や
地

質
と
思
う
。

　
　

駅
西
に
し
た
場
合
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

	

メ
リ
ッ
ト
は
、
速
や
か
に

事
業
が
実
施
さ
れ
開
院
さ
れ
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
民
有
地
で
あ

り
、
近
隣
は
住
宅
化
も
進
ん
で

い
る
の
で
、
地
権
者
や
近
隣
住

民
の
ご
理
解
を
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

移
転
新
築
を
進
め
る
た
め

に
、
今
一
番
大
事
な
こ
と
は
何

か
。

	

新
病
院
整
備
基
本
構
想
を

確
定
す
る
こ
と
と
、
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
す
る
こ
と
と

考
え
る
。

　
　

厚
生
連
で
近
年
建
て
ら
れ

問答問答問答問

域
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
が
、
事
業
推
進
の
考
え
方
は
。

	

今
年
の
10
月
以
降
に
は
、
現
状
に
つ

い
て
の
説
明
と
意
見
交
換
を
行
い
地
域
の

合
意
形
成
を
更
に
進
め
る
。

　
　

人
口
減
少
問
題
対
策
に
つ
い
て
、
村

上
市
も
合
併
し
た
20
年
に
比
較
す
る
と
６

千
人
も
減
少
し
て
い
る
。
市
長
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

	

村
上
市
総
合
戦
略
お
よ
び
第
２
次
村

上
市
総
合
計
画
の
中
で
精
力
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
、

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
と
っ
て
は

大
打
撃
で
あ
る
が
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

	

国
益
に
関
わ
る
重
要
な
こ
と
で
あ
る

の
で
、
今
後
の
推
移
を
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

答問答問答

た
病
院
の
場
所
と
救
急
医
療
の
実
態
を
調

べ
た
か
。

	

17
年
の
長
岡
中
央
総
合
病
院
は
長
岡

東
バ
イ
パ
ス
付
近
、
18
年
の
上
越
総
合
病

院
は
上
新
バ
イ
パ
ス
付
近
、
23
年
の
佐
渡

総
合
病
院
は
中
心
部
に
建
設
し
て
い
る
。

　
　

道
の
駅
朝
日
の
拡
充
構
想
の
進
捗
は
。

	

27
年
６
月
に
朝
日
温
海
道
路
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土
地
利
用
基
本
構
想

策
定
事
業
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
委

託
し
た
。
施
設
の
老
朽
化
や
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
の
問
題
も
あ
る
の
で
関
係
団
体
と
の

意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、
道
の
駅
と
し
て

の
機
能
と
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

の
機
能
を
考
慮
し
た
拡
充
構
想
を
今
年
度

中
に
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

温
泉
施
設
・
農
産
物
直
売
所
・
シ
ル

ク
フ
ラ
ワ
ー
工
房
の
位
置
付
け
は
。

	

拡
充
構
想
の
中
で
検
討
す
る
。

答問答問答

人
口
減
少
問
題
対
策
は

鈴木いせ子 議員

山田　勉 議員

病院の新築は進むのか
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一　

般　

質　

問　
⑺

　
　

昨
年
の
日
本
へ
の
外
国
人

観
光
客
は
円
安
の
追
い
風
も
あ

り
、
１
３
４
１
万
人
と
過
去
最

高
を
記
録
し
た
。

　

政
府
は
成
長
戦
略
の
要
と
し

て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
る
32
年
ま
で
に
２
千
万

人
を
呼
び
込
む
目
標
を
掲
げ
て

い
る
。

　

現
在
、
新
潟
空
港
を
利
用
す

る
外
国
人
観
光
客
入
国
後
の
行

動
パ
タ
ー
ン
の
分
析
は
で
き
て

い
る
の
か
。

	

入
国
管
理
局
の
統
計
に
よ

る
と
、
26
年
度
に
新
潟
空
港
か

ら
入
国
し
た
外
国
人
は
２
万
６

９
２
０
人
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
入
国
後
の
行
動
パ
タ
ー

ン
に
関
し
て
は
、
県
に
確
認
し

た
が
、
把
握
し
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　
　

多
様
化
し
て
い
る
外
国
人

観
光
客
の
心
を
つ
か
む
に
は
、

問答問

　
　

「
地
方
版
総
合
戦
略
」
は

部
内
策
定
が
基
本
。
外
部
委
託

の
内
容
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

	

委
託
内
容
は
、
人
口
動
向

の
分
析
や
将
来
展
望
、
施
策
の

達
成
度
を
図
る
評
価
指
標
の
設

定
、
統
計
お
よ
び
分
析
等
で
あ

る
。策
定
作
業
は
、庁
内
に「
総

合
戦
略
推
進
本
部
会
議
」
を
設

置
し
、
人
口
減
少
対
策
の
ア
イ

デ
ア
の
募
集
を
行
っ
た
。
ま
た

市
民
や
企
業
・
高
校
生
・
新
成

人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
広
く
意

見
を
聞
き
、
今
月
設
置
し
た

「
村
上
市
総
合
計
画
審
議
会
」

に
行
政
案
を
提
示
し
、
年
内
策

定
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
　

人
口
減
少
は
避
け
ら
れ
な

い
。
政
策
を
絞
り
込
み
、
必
ず

や
り
抜
く
決
意
を
固
め
る
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
か
。

	

人
口
減
少
を
前
提
に
す
る

問答問答

タ
イ
ム
リ
ー
な
行
動
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

入
国
時
に
Ｗ

※
　

　

ｉ
‐
Ｆ
ｉ（
ワ
イ
・
フ
ァ
イ
）

の
無
料
提
供
な
ど
で
行
動
パ
タ
ー
ン
を
知

り
、
観
光
戦
略
に
役
立
て
る
よ
う
県
に
要

望
し
て
欲
し
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
で

外
国
人
観
光
客
の
好
み
を
つ
か
み
、
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
模
索
も
各
地
で

始
ま
っ
て
い
る
。
本
市
の
外
国
人
観
光
客

の
呼
び
込
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

初
め
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
本
市
の
魅

力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め

外
国
語
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発

信
や
Ｗ
ｉ
・
Ｆ
ｉ
の
整
備
、
外
国
語
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

答

の
で
は
な
く
、
減
少
を
食
い
止
め
る
と
い

う
こ
と
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

保
育
園
の
待
機
児
童
が
出
て
い
る
と

聞
く
が
、
現
状
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

そ
の
対
応
は
。

	

本
年
４
月
１
日
現
在
の
待
機
児
童
は
、

制
度
上
ゼ
ロ
だ
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、

保
護
者
の
希
望
す
る
保
育
園
で
受
入
れ
で

き
な
い
ケ
ー
ス
は
存
在
し
て
い
る
。
途
中

入
園
の
希
望
は
、
特
に
入
園
困
難
と
な
っ

て
い
る
。

　
　

制
度
上
ゼ
ロ
と
言
っ
て
も
希
望
す
る

保
育
園
に
入
れ
な
い
児
童
は
「
隠
れ
待
機

児
童
」。
こ
の
解
消
こ
そ
「
子
育
て
支
援
」

で
は
な
い
か
。

	
そ
う
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
ど
う
い
う
ふ
う
に
対
処
で

き
る
か
検
討
し
た
い
。

問答問答

冨樫宇栄一 議員

長谷川　孝 議員

外国人観光客を呼び込め

総合戦略の外部委託は

入所希望の多い保育園（あらかわ保育園）

新潟空港から入国する外国人観光客

（注）Wi-Fi とは　�パソコンなどを無線でインターネット等ネットワークに接続する技術

平成27年９月15日発行　第37号

（ ）10むらかみ市議会だより



一　

般　

質　

問　
⑻

　
　

「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
は
う
ま
く

機
能
せ
ず
、
米
価
は
下
落
し
た
。
農
家
と

農
地
を
ど
の
よ
う
に
守
る
の
か
。

	

農
地
の
貸
し
手
側
で
３
４
９
人
、
１

２
１
・
７
ha
の
集
積
が
あ
っ
た
。
条
件
不

利
地
の
農
地
が
継
続
し
て
耕
作
で
き
る
よ

う
、
国
の
制
度
や
地
域
の
受
け
入
れ
体
制

等
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

林
業
で
は
、
後
継
者
不
足
と
木
材
価

格
の
低
迷
に
よ
り
山
林
は
放
置
さ
れ
て
き

た
。
林
業
の
活
性
化
の
道
は
。

	

現
在
の
山
林
荒
廃
は
、
材
価
の
下
落

に
よ
り
造
林
、
伐
採
、
再
造
林
の
施
業
サ

イ
ク
ル
に
対
す
る
経
費
負
担
を
、
山
林
所

有
者
が
維
持
で
き
な
い
こ
と
が
大
き
な
要

問答問答

　
　

農
業
は
本
市
の
基
幹
産
業

で
あ
る
が
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
担
い
手

や
新
規
就
農
者
の
現
状
、
今
後

の
対
策
や
取
り
組
み
は
。

	

本
市
で
の
担
い
手
の
経
営

面
積
は
、
個
人
経
営
が
４
１
７

人
で
２
７
１
６
ha
、
法
人
経
営

が
41
法
人
で
１
０
５
５
ha
、
集

落
営
農
が
13
組
織
で
２
３
７
ha

で
あ
り
、
今
後
も
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
を
進
め
て
い
く
。
新

規
就
農
者
は
24
年
度
以
降
44
人

で
、
う
ち
青
年
就
農
者
が
９
人

で
あ
る
。
毎
年
確
実
に
就
農
者

が
あ
り
、
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ

ー
と
な
っ
て
も
ら
う
た
め
、
関

係
機
関
で
協
力
し
て
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

耕
作
放
棄
地
対
策
で
、
他

市
で
は
漢
方
に
使
用
す
る
薬
草

の
栽
培
に
力
を
い
れ
て
い
る

問答問

因
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
間
伐
推
進

や
森
林
作
業
道
整
備
な
ど
の
補
助
金
交
付

を
実
施
し
て
お
り
、
主
間
伐
の
生
産
に
つ

い
て
も
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

漁
業
で
は
、
そ
こ
そ
こ
後
継
者
も
あ

り
将
来
に
も
希
望
が
持
て
る
産
業
と
思
う

が
、
最
近
は
魚
価
が
安
定
せ
ず
苦
労
も
あ

る
と
聞
く
。
貝
類
の
採
り
過
ぎ
に
よ
る
水

揚
げ
減
少
の
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

	

本
市
で
は
、「
村
上
地
区
地
域
水
産

業
再
生
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
コ
ス
ト

削
減
や
所
得
向
上
を
目
指
す
「
浜
の
活
力

再
生
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。

　
　

教
育
委
員
会
制
度
改
革
に
よ
り
、
市

長
が
教
育
行
政
の
大
綱
を
定
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。
市
長
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て

ぶ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
。

	

総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
市
長
と
協

議
・
調
整
を
行
い
、
政
治
的
中
立
性
を
保

ち
な
が
ら
執
行
し
て
い
く
。

問答問答

が
、
情
報
収
集
を
す
べ
き
で
は
。

	

そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
も
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ま
ず
は
耕
作
放
棄
地

と
な
っ
た
原
因
を
調
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
合
っ
た
対
策
を
と
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
　

市
職
員
出
身
の
新
市
長
に
は
、
人
材

育
成
の
取
り
組
み
に
期
待
し
て
い
る
。
市

長
が
求
め
る
職
員
像
は
。

	

本
市
の
人
材
育
成
基
本
方
針
に
示
さ

れ
て
い
る
「
地
域
の
変
化
や
市
民
の
声
を

行
政
の
意
思
決
定
過
程
に
取
り
組
み
、
政

策
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
職
員
」、「
自

発
的
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
自
己
啓
発
に

取
り
組
む
職
員
」、「
高
い
専
門
知
識
と
実

務
能
力
を
持
つ
と
と
も
に
、
相
互
支
援
が

で
き
る
職
員
」
の
３
点
で
あ
る
。

答問答

一
次
産
業
の
活
性
化
策
は

渡辺　昌 議員

大滝　久志 議員

市独自の農業振興策を

将来が期待される漁業

山あいの水田の様子（朝日地区）
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一　

般　

質　

問　
⑼

　
　

選
挙
を
通
じ
て
、
市
民
に
訴
え
て
き

た
選
挙
公
約
と
そ
の
具
体
策
は
何
か
。

	

「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
幸
せ
の
た
め
に
」

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
、
て
い
ね
い

に
進
め
る
行
政
で
あ
り
た
い
と
訴
え
て
き

た
。
そ
の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
が
区
長
、
総
代
の
皆
さ
ま
で

あ
る
の
で
、
皆
さ
ま
と
の
連
携
を
通
じ
て
、

市
民
一
人
一
人
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え

で
き
る
よ
う
、
地
域
固
有
の
課
題
や
市
全

体
と
し
て
の
共
通
の
課
題
に
対
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
に
耳
を
傾
け
、
て
い
ね
い
な

対
応
を
心
が
け
て
い
く
。

問答

　
　

こ
れ
か
ら
の
村
上
市
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
。

	

人
口
減
少
の
進
行
は
想
像
以
上
に
早

く
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
の
で
、
昨
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
」
に
加
え
、
地
方
版
総
合
戦
略
の
積

み
上
げ
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、
活
気
み
な
ぎ
る
元
気
な
ま
ち

を
目
指
し
て
い
く
。

　
　

今
回
の
市
長
選
の
市
長
の
得
票
数
は

有
権
者
の
34
％
で
、
６
割
の
方
は
市
長
を

選
ん
で
い
な
い
が
、
こ
れ
を
ど
う
思
う
か
。

	

数
字
的
に
は
そ
の
よ
う
に
検
証
で
き

る
が
、
選
挙
戦
を
通
じ
て
私
の
肌
と
目
で

感
じ
た
の
は
、
非
常
に
大
き
な
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

　
　

行
政
マ
ン
の
立
場
か
ら
、
な
ぜ
市
長

に
出
馬
し
よ
う
と
思
っ
た
の
か
。

	

大
滝
前
市
長
の
病
気
退
任
を
受
け
て
、

大
滝
市
政
を
継
続
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
選
択
を
し

た
。

問答問答問答

本間　清人 議員

今
後
の
市
政
運
営
は

高橋新市長による初定例会

　本市議会が事務局等を務める「全国森林環境税創設促進議員連盟」の第
22回定期総会が、７月16日、村上市民ふれあいセンターで開催されました。
　６年10月に結成された本連盟は、全国334市町村議会（27年９月１日
現在）が加入し、森林の持つ公益的機能と役割を広く国民に訴えるととも
に、森林・林業・林産業山村対策の抜本的な強化をはかるため、新たな税
財源である「全国森林環境税」を創設し、二酸化炭素排出源を課税対象と
して最も重要な機能を有する森林の整備・保全等を担う市町村にその森林
面積に応じて税を譲与する仕組みの構築実現のため、各種の活動を展開し
ています。
　当日は、全国の会員市町村議会、来賓、地元の関係団体等、合わせて約
300人に出席をいただき、26年度事業・収支予算報告、27年度事業計画
・収支予算案が提案され、全ての議案が承認・可決されました。
　議事後は、石破茂地方創生担当大臣からビデオメッセージにより「国土
の７割を占める森林の活性化なくして地方創生はありえない」との激励を
いただくとともに、総務省自治税務局都道府県課長から「地方の地球温暖
化対策に関する財源確保について」の実務的な説明をいただき、全国森林
環境税の創設について、会員だけでなく地元、当地域の関係者にも理解を
していただく良い機会となりました。
　また、市民の皆さんや市内の関係者の皆さんのさまざまなご支援とご協
力により、「鮭・酒・人情」という３つの「さけ」のまち村上市の魅力を
大いに堪能していただくことができました。

今こそ森林の整備・保全のための新たな財源を
～全国森林環境税創設促進議員連盟第２２回定期総会～

総会開会前に行われたブロック会議

第22回定期総会の様子

平成27年９月15日発行　第37号
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委
員
会
の
審
査
報
告
⑴

◎
小
杉　

和
也 

○
渡
辺　
　

昌 　

鈴
木
い
せ
子

　

大
滝　

国
吉 　

冨
樫
宇
栄
一 　

佐
藤　

重
陽

　

川
崎　

健
二 　

三
田　

敏
秋 　

滝
沢　

武
司

◎
本
間　

清
人 

○
板
垣
千
代
子 　

小
林　

重
平

　

長
谷
川　

孝 　

相
馬　

エ
イ 　

大
滝　

久
志

　

木
村　

貞
雄 　

小
池　
　

晃 　

板
垣　

一
徳

総
務
文
教
常
任
委
員
会

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

※�

委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、
広
報
特
別
委
員

会
で
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
審
査
報
告

◎
は
委
員
長

○
は
副
委
員
長

市
道
の
危
険
個
所 
総
点
検
を

保
育
事
業
に
准
看
護
師
追
加

◆�

損
害
賠
償
の
額
を
決
定
し
和
解

す
る
こ
と
に
つ
い
て

〈
概
要
〉
蓋
の
な
い
道
路
側
溝
が

雪
に
覆
わ
れ
て
い
た
た
め
、
走
行

中
の
車
が
脱
輪
し
、
運
転
手
が
ケ

ガ
を
し
た
事
故
。
道
路
管
理
上
の

瑕か

疵し

に
よ
り
発
生
し
た
事
故
の
た

め
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
市
が
責

任
を
負
う
こ
と
と
し
て
損
害
賠
償

す
る
も
の
。

　
　

事
故
現
場
の
前
後
の
側
溝
に

は
蓋
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
そ
の
箇
所
に
だ
け
蓋
が
設
置

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

	

以
前
は
全
体
に
蓋
が
設
置
さ

問答

ピ
ー
ド
が
出
て
い
た
の
で
す
か
。

	

ス
ピ
ー
ド
は
出
て
い
な
か
っ

た
よ
う
で
す
が
、
当
時
は
一
面
吹

雪
で
視
界
が
悪
く
、
左
折
し
て
こ

の
道
路
に
入
っ
た
た
め
右
側
に
膨

ら
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
　

示
談
成
立
に
よ
り
市
側
の
１

０
０
％
の
損
害
賠
償
と
な
り
ま
す

が
、
法
的
な
根
拠
も
調
べ
て
の
こ

と
で
す
か
。

	

前
例
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

以
前
よ
り
注
意
喚
起
の
カ
ラ
ー
コ

ー
ン
を
設
置
し
て
い
た
箇
所
で
あ

り
、
事
故
当
時
は
除
雪
で
そ
こ
に

答問答

れ
て
な
く
、
道

路
と
敷
地
が
は

っ
き
り
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の

後
の
土
地
利
用

の
変
化
に
よ
り
、

要
望
を
受
け
て

蓋
を
設
置
し
て

い
き
ま
し
た

が
、
こ
の
部
分

だ
け
設
置
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
　

車
の
右
側

の
方
の
脱
輪
で

す
が
、
国
道
か

ら
の
左
折
で
ス

問

◆�

村
上
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　

保
育
事
業
に
准
看
護
師
を
入

れ
た
社
会
背
景
は
何
で
す
か
。

	

看
護
師
資
格
を
持
っ
た
方
の

応
募
が
な
い
た
め
、
准
看
護
師
の

方
も
対
象
に
し
た
い
と
の
考
え
で

す
。

問答

【
歳
出
】

・
民
生
費

　
　

高
齢
者
の
介
護
予
防
事
業
の

中
で
、
朝
日
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
は
ど
こ
の
温
泉
施
設
を
利
用
す

る
の
で
す
か
。

	

あ
か
ま
つ
荘
、
交
流
の
館
「
八

幡
」、
荒
川
い
こ
い
の
家
、
朝
日

27
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問答

事故後に蓋が設置された事故発生現場（下鍜冶屋）

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
道
路
管
理

者
の
責
任
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

事
故
後
、
市
内
の
道
路
の
危

険
箇
所
に
つ
い
て
、
総
点
検
を
行

う
よ
う
指
示
は
し
ま
し
た
か
。

	

通
常
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の

際
に
、
注
意
し
て
確
認
す
る
よ
う

指
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
職
員

一
人
一
人
が
業
務
や
家
庭
に
お
い

て
危
険
な
箇
所
を
見
つ
け
た
場
合

に
は
、
速
や
か
に
建
設
課
に
連
絡

問答

す
る
よ
う
対
策
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

27
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

平成27年９月15日発行　第37号
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委
員
会
の
審
査
報
告
⑵

交流の館「八幡」（勝木）

朝日有機センターの臭気測定のための試料採取

◎
片
野　

鉄
雄 

○
川
村　

敏
晴 　

尾
形　

修
平

　

平
山　
　

耕 　

山
田　
　

勉 　

齋
藤
信
一
郎

　

竹
内
喜
代
嗣

経
済
建
設
常
任
委
員
会

臭
気
測
定
は
毎
年
実
施
か

【
歳
出
】

・
農
林
水
産
業
費

　
　

林
業
振
興
費
で
、
市
行
造
林

の
対
象
集
落
は
ど
こ
で
す
か
。

	

山
北
地
区
の
今
川
、
大
毎
、

山
熊
田
の
３
カ
所
の
約
10‌

ha
を
予

27
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問答

定
し
て
い
ま
す
。

　
　

農
山
村
振
興
事
業
費
で
、
有

機
セ
ン
タ
ー
の
臭
気
測
定
検
査
は

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
か
。

	

豚
糞
に
つ
い
て
は
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
豚
糞
だ
け

で
足
り
な
い
の
で
鶏
糞
を
混
ぜ
込

ん
で
ま
く
こ
と
か
ら
、
鶏
糞
に
つ

問答

い
て
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

神
林
地
区
に
つ
い
て
は
、
鶏

糞
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
す
か
。

	

神
林
地
区
は
、
豚
糞
と
乳
牛

の
糞
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

・
土
木
費

　
　

河
川
費
に
お
い
て
、
二
級
河

川
で
草
刈
を
委
託
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
委
託
集
落
数
は
。

	

委
託
の
形
態
と
し
て
は
、
県

か
ら
直
接
業
者
に
委
託
す
る
ケ
ー

ス
と
、
市
を
経
由
し
て
集
落
に
委

問答問答

託
す
る
ケ
ー
ス
と
２
パ
タ
ー
ン
が

あ
り
、
集
落
に
委
託
す
る
パ
タ
ー

ン
で
は
、
山
北
地
区
は
18
集
落
で

契
約
し
、施
工
箇
所
は
22
カ
所
で
、

村
上
地
区
は
33
町
内
で
契
約
し
、

施
工
箇
所
は
37
カ
所
で
す
。

　

契
約
形
態
は
そ
れ
ぞ
れ
面
積
に

応
じ
て
、
１
㎡
当
た
り
21
円
で
契

約
を
し
て
い
ま
す
。

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

み
ど
り
の
里
の
施
設
を
利
用
し
て

い
ま
す
。

　
　

利
用
率
の
多
い
と
こ
ろ
は
。

	
交
流
の
館
「
八
幡
」
で
す
。

・
衛
生
費

　
　

岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電
推
進

事
業
の
講
師
・
指
導
員
謝
礼
の
内

容
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

	

補
正
予
算
計
上
額
50
万
円
は
、

４
、
５
人
分
の
講
師
謝
礼
で
、
宿

泊
費
、
交
通
費
を
含
め
て
１
人
10

万
円
に
消
費
税
を
加
算
し
た
額
で

お
支
払
い
す
る
も
の
で
す
。

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

問答問答

北秋田市議会が来市
　５月21日、秋田県北秋田市議会の広報公聴特別特別委員
会の皆さんが議会だよりと議会中継システムを参考にしたい
と研修視察に来られました。
　北秋田市議会でも、議
会だよりに市民の声をど
のように取り込むかが課
題とのことです。当市議
会の課題も同様であるこ
とから、有意義な意見交
換を行うことができました。

平成17年3月に阿仁町・森吉町・鷹巣町・合川町の4町が合併し誕生。
秋田県北部に位置する。人口は約3万5,000人。

【北秋田市ミニ情報】

平成27年９月15日発行　第37号

（ ）14むらかみ市議会だより



第
２
回
定
例
会 

議
決
結
果

　大滝平正前市長の退職に伴い６月28日に行われた村上市長選挙では、高橋邦芳新市長が誕生。
このため、平成27年第２回定例会は１カ月遅れで、７月９日から31日までの23日間の会期で開催
され、市長提案24件、議会側提案の請願３件、議員発議７件を議決し、閉会しました。

平成27年 第２回定例会 議決結果

議案審議結果
議案番号 事　　件　　名 結　果 表　決

請願第１号 ＴＰＰ交渉に関する請願書 採択 全会一致

請願第２号 30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分
の１復元に係る意見書の採択を求める請願 採択 賛成多数

請願第３号「安全保障関連法」制定の中止を求める請願書 不採択 賛成少数

議員発議第２号 30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分
の１復元に係る意見書の提出について 原案可決 賛成多数

議員発議第３号 日本政府に核兵器全面禁止のための決断と行動を
求める意見書の提出について 原案可決 全会一致

議員発議第４号 ＴＰＰ交渉に関する意見書の提出について 原案可決 全会一致

議員発議第５号 地域からの経済好循環の実現に向け最低賃金の改善と
中小企業支援策の拡充を求める意見書の提出について 原案可決 全会一致

議員発議第６号 働き過ぎの防止と良質な雇用の確立を求める意見
書の提出について 原案可決 全会一致

議員発議第７号 働き過ぎの防止と良質な雇用の確立、中小企業支
援の強化を求める意見書の提出について 原案可決 全会一致

議員発議第８号 安全保障関連法案に対する慎重審議を求める意見
書の提出について 原案可決 賛成多数

報第３号 継続費繰越計算書の報告について（一般会計） 報告 －

報第４号 繰越明許費繰越計算書の報告について（一般会計） 報告 －

報第５号 繰越明許費繰越計算書の報告について（下水道事業特
別会計） 報告 －

報第６号 平成26年度村上市上水道事業会計予算繰越の報告に
ついて 報告 －

報第７号 専決処分の報告について（専第４号　損害賠償　
民家車庫への車両接触事故） 報告 －

報第８号 専決処分の報告について（専第５号　損害賠償　
倒木による工場倉庫及び車両破損） 報告 －

報第９号 専決処分の報告について（専第17号　損害賠償　
集水桝破損による人身事故） 報告 －

議案番号 事　　件　　名 結　果 表　決

議第92号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて（渡辺幸雄：再任） 同意 全会一致

議第93号 専決処分の承認を求めることについて（専第６号　
村上市税条例等の一部を改正する条例制定について） 承認 全会一致

議第94号 専決処分の承認を求めることについて（専第７号　村上
市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について） 承認 全会一致

議第95号 専決処分の承認を求めることについて（専第８号　村上
市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について） 承認 全会一致

議第96号 専決処分の承認を求めることについて（専第９号
　平成26年度村上市一般会計補正予算（第16号）） 承認 全会一致

議第97号 専決処分の承認を求めることについて（専第10号　平成
26年度村上市蒲萄スキー場特別会計補正予算（第１号）） 承認 全会一致

議第98号 専決処分の承認を求めることについて（専第11号　平成
26年度村上市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）） 承認 全会一致

議第99号 専決処分の承認を求めることについて（専第12号　平成
26年度村上市下水道事業特別会計補正予算（第４号）） 承認 全会一致

議第100号 専決処分の承認を求めることについて（専第13号　平成
26年度村上市集落排水事業特別会計補正予算（第３号）） 承認 全会一致

議第101号 専決処分の承認を求めることについて（専第14号　平成
26年度村上市簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）） 承認 全会一致

議第102号 専決処分の承認を求めることについて（専第15号　
平成26年度村上市上水道事業会計補正予算（第３号）） 承認 全会一致

議第103号 関川村との定住自立圏形成協定の締結について 原案可決 全会一致

議第104号 粟島浦村との定住自立圏形成協定の締結について 原案可決 全会一致

議第105号 損害賠償の額を決定し和解することについて 原案可決 全会一致

議第106号 村上市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例制定について 原案可決 全会一致

議第107号 平成27年度村上市一般会計補正予算（第３号） 原案可決 全会一致

議第108号 平成27年度村上市一般会計補正予算（第４号） 原案可決 全会一致

※１　可決　：　全員賛成または賛成多数により可決、同意、承認、認定、採択等と議決したもの
　　　否決　：　賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの
※２　議長は地方自治法第116条の規定により表決に参加しません。
※３　齋藤信一郎議員は欠席したため表決に参加しませんでした。

議案番号

議決
結果
※１ 鷲ヶ巣会 清流会 市民クラブ 日本

共産党
市政
クラブ 高志会 凛政の風

村上未来
賛否
結果

特　
　

記

◎ ＊ ※2 ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊

賛　
　

成

反　
　

対

大
滝　

久
志

鈴
木
い
せ
子

板
垣　

一
徳

片
野　

鉄
雄

山
田　
　

勉

大
滝　

国
吉

木
村　

貞
雄

渡
辺　
　

昌

三
田　

敏
秋

平
山　
　

耕

小
林　

重
平

川
崎　

健
二

滝
沢　

武
司

冨
樫
宇
栄
一

小
池　
　

晃

本
間　

清
人

相
馬　

エ
イ

竹
内
喜
代
嗣

川
村　

敏
晴

小
杉　

和
也

佐
藤　

重
陽

尾
形　

修
平

齋
藤
信
一
郎

長
谷
川　

孝

板
垣
千
代
子

請願第２号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※３ ○ ○ 22 1

請願第３号 否決 × × － × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ※３ × × 7 16

議員発議第２号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※３ ○ ○ 22 1

議員発議第８号 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※３ ○ ○ 22 1

◎：会派の代表者　＊：会派の会計責任者　
各議員の賛否 賛否が分かれた等の上表の網掛けの議案等について、議員の賛否を公表します。
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第
２
回
定
例
会 

議
決
結
果

請 願 の 審 議 結 果
件　　　　　名 請　　　願　　　者 紹介議員の氏名 付託委員会 審議結果

ＴＰＰ交渉に関する請願書

にいがた岩船農業協同組合
� 代表理事組合長　本　間　正　良
かみはやし農業協同組合
� 代表理事組合長　竹　内　昌　彦

鈴木いせ子 経 済 建 設
常任委員会 採　択

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２
分の１復元に係る意見書の採択を求める請願

新潟県教職員組合村上市岩船郡支部
� 執行委員長　中　山　久　司 本間　清人 総 務 文 教

常任委員会 採　択

「安全保障関連法」制定の中止を求める請願書 むらかみ９条の会�
� 代表　高　木　伸　二 相馬　エイ 総 務 文 教

常任委員会 不採択

陳 情 の 審 査 結 果
件　　　　　名 陳　　　情　　　者 所属委員会 審査結果

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充
を求める意見書」の採択を求める陳情書

新潟県労働組合総連合
� 議長　佐　藤　一　弥 経済建設常任委員会 願意了承

「働き過ぎの防止と良質な雇用の確立を
求める意見書」の採択を求める陳情

新潟県労働組合総連合
� 議長　佐　藤　一　弥 経済建設常任委員会 願意了承

「働き過ぎの防止と良質な雇用の確立、
中小企業支援の強化を求める意見書」の
採択を求める陳情

新潟県労働組合総連合
� 議長　佐　藤　一　弥 経済建設常任委員会 願意了承

2015年原水爆禁止国民平和大行進　県
内行進並びに自治体訪問へのご支援、ご
協力のお願い

新潟県労働組合総連合
� 議長　佐　藤　一　弥 総務文教常任委員会 願意了承

人権擁護委員の方が決まりました
次の方が推薦され、議会で同意されました。

渡
わた

　辺
なべ

　幸
さち

　雄
お

　氏（山北地区・再任）

新議長に三田敏秋氏
　８月18日開催の第２回臨時会において、板
垣前議長の議員辞職に伴う市議会議長選挙が
行われ、三田敏秋議員が新議長に当選しました。

［略歴］
昭和27年10月３日生
村上市議会議員を４期（旧荒川町議会議員３
期を含む）　旧荒川町議会議長・議会運営委
員長・産業建設常任委員長、村上市議会初代
副議長を歴任

全国市議会議長会・北信越市議会議長会 永年勤続議員表彰受賞

（左から）大滝国吉議員　　　佐藤重陽議員　　　相馬エイ議員 齋藤信一郎議員

　全国市議会議長会および北信越市議会議長会から、４人の議員が永年勤続議員表彰
を受賞しました。
　今回、受賞された相馬エイ議員は平成７年４月に旧村上市議会議員に初当選、佐藤
重陽議員は平成３年４月に旧村上市議会議員に初当選、大滝国吉議員は平成４年３月
に旧山北町議会議員に初当選、齋藤信一郎議員は昭和58年９月に旧朝日村議会議員に
初当選して以来、議会議員として地域の発展に取り組んできました。
　本市の発展のため、今後ますますの活躍が期待されます。
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請願第３号
「安全保障関連法」制定の中止を求める請願書
　この請願に対して、反対３人、賛成３人の討論が行われ、採決の結果、賛成少数で本請願は
不採択となりました。

　　　　　滝沢　武司賛成討論
　集団的自衛権の行使を可能にする安全保障関連法案は、「平和と民主主義を維持、堅持する」と
いう日本国憲法の基本的精神に背く法案です。国民自らの英知と努力で築き上げてきた平和が、
再び無数の血の犠牲をもたらすことのないよう、戦後70年間守ってきた平和を、憲法の基本的精
神をみんなで守ることが、今最も大切なときです。武力で平和は作れません。「この道はいつか来
た道」と気付いたときには、もう遅いのです。

　　　　　木村　貞雄反対討論
　今、戦争法案だと言って世間で騒いでいることは、大きな間違いです。また、内閣法制局は、
初代の長官とは考え方も変わり、しかもただの官僚であり、国民からの選挙での洗礼を受けてい
るわけでも何でもありません。憲法学者については、終戦後ＧＨＱにより教育者を変えられた関
係で、思想を持っている方だと思います。安全保障法案は違憲ではなく、個別的自衛権、集団的
自衛権であれ、あくまでも自衛の措置です。

　　　　　冨樫宇栄一賛成討論
　一内閣の憲法解釈で安全保障政策の大転換をすることは立憲主義を逸脱するもので、法治国家
の根幹にも関わります。内閣法制局長官経験者を含む法律の専門家から「違憲」の指摘をされて
いる「安全保障関連法案」は制定を中止し、憲法との整合性を含めて、安全保障体制の十分な議
論が必要です。安全保障問題を、隣家の火事や強盗に例えて説明することは、戦争の本質をずら
すものです。

　　　　　片野　鉄雄反対討論
　国連に加盟している全ての国に適用される国連憲章第51条には、個別的、集団的自衛権が認め
られており、各国の領土権と同様に国家に与えられた元々の権利です。国際法は普遍的共通の真
理で、その国だけで通用する憲法より上位にあります。また立憲主義を誤解して憲法がすべてに
優先するという憲法至上主義は間違っており、本当の立憲主義は「人間のために憲法がある」と
いう意味。中国の軍事拡張を擁護するマスコミの論調は問題です。

　　　　　竹内喜代嗣賛成討論
　自衛隊は安全な所で弾薬を運ぶというが間違いです。食料・弾薬がなければ戦争はできません。
輸送する部隊が最初に狙われます。安全な兵站部隊などありません。イラク戦争でも３千人を超
える死傷者が出ていることが明らかになりました。もう悲惨な戦争をしてはいけないという悲痛
な体験者の叫びをどう受け止めるのかが問われています。今を生きる者として、内閣総理大臣の
憲法規範を超越するような独裁政治を許すのかが問われています。

　　　　　小林　重平反対討論
　平和安全関連法は７月16日に衆議院で可決し参議院で審議が始まりました。この法案は、国民
の命と平和を守るために最も重要な法案であり政治の重要な責任です。しかし日本を取り巻く情
勢はさまざまな脅威に晒されています。従来の憲法解釈と整合を保ちながら日本の平和を守り抜
くために法整備に取り組むことは、政治の責任であると考えます。国際社会の一員として世界の
平和と安全に貢献しなければならないと思い、反対するものです。
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績

平成26年度 政務活動費の交付実績

１ 会派の政務活動費（所属する議員１人当たり60,000円）（単位：円）
会　派　名 申 請 額 交付決定額 実績報告額 対象経費 返 還 額

鷲ヶ巣会 480,000 480,000 482,869 480,000 0
市民クラブ 240,000 240,000 306,653 240,000 0
清流会 240,000 240,000 206,870 206,870 33,130
日本共産党 － － － － －
市政クラブ 120,000 120,000 170,453 120,000 0
高志会 120,000 120,000 132,703 120,000 0
凛政の風村上未来 120,000 120,000 145,615 120,000 0

合　　計 1,320,000 1,320,000 1,445,163 1,286,870 33,130

３ 議員の政務活動費（議員１人当たり60,000円）� （単位：円）
会　派　名 申 請 額 交付決定額 実績報告額 対象経費 返 還 額

渡辺　昌 60,000 60,000 75,400 60,000 0
尾形　修平 60,000 60,000 25,026 25,026 34,974
板垣　千代子 － － － － －
鈴木　いせ子 60,000 60,000 88,814 60,000 0
本間　清人 60,000 60,000 37,291 37,291 22,709
川村　敏晴 60,000 60,000 125,545 60,000 0
冨樫　宇栄一 60,000 60,000 75,281 60,000 0
小杉　和也 60,000 60,000 65,160 60,000 0
齋藤　信一郎 60,000 60,000 36,928 36,928 23,072
竹内　喜代嗣 60,000 60,000 180,903 60,000 0
平山　耕 60,000 60,000 77,916 60,000 0
川崎　健二 60,000 60,000 50,386 50,386 9,614
木村　貞雄 60,000 60,000 31,164 31,164 28,836
三田　敏秋 60,000 60,000 31,706 31,706 28,294
小池　晃 60,000 60,000 86,922 60,000 0
姫路　敏 60,000 60,000 697,983 60,000 0
長谷川　孝 60,000 60,000 76,090 60,000 0
滝沢　武司 60,000 60,000 255,840 60,000 0
小林　重平 － － － － －
佐藤　重陽 60,000 60,000 104,393 60,000 0
相馬　エイ 60,000 60,000 75,152 60,000 0
大滝　国吉 － － － － －
大滝　久志 60,000 60,000 69,329 60,000 0
山田　勉 － － － － －
片野　鉄雄 60,000 60,000 170,977 60,000 0
板垣　一徳 60,000 60,000 52,992 52,992 7,008

合　　計 1,320,000 1,320,000 2,491,198 1,165,493 154,507

２ 特例により会派に所属しない議員に交付する会派の政務活動費（1人当たり60,000円）� （単位：円）
会　派　名 申 請 額 交付決定額 実績報告額 対象経費 返 還 額

板垣千代子 － － － － －
姫路　敏 60,000 60,000 89,067 60,000 0

合　　計 60,000 60,000 89,067 60,000 0
※会派に所属しない議員が、他会派が実施する調査研究・研修活動に参加する場合に限り交付するものです。

申請額の欄の「－」表記は、政務活動費の交付申請を行わなかった会派および議員です。
なお、各会派および議員の収支報告書は、村上市議会のホームページでご覧いただくことができます。
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常
任
委
員
会
の
閉
会
中
事
務
調
査

委員会と視察日 調　　　　査　　　　事　　　　項

総務文教常任委員会
（４月23日）

岩船連絡所・上海府連絡所の業務状況について（岩船連絡所・上海府連絡所）

消防デジタル無線設備の整備状況について（消防本部）

市民厚生常任委員会
（５月20日） 市内保育園園長との意見交換及び現状調査

経済建設常任委員会
（５月13日） 地元建設業の現状について（村上市建設業協会との意見交換）

　市議会は会期が終了すると
閉会しますが、各常任委員会
では、閉会中に各所管の事務
調査を行っています。 閉会中事務調査

総
務
文
教
常
任
委
員
会

デ
ジ
タ
ル
無
線
化
で

防
災
強
化

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

よ
り
良
い
保
育
を

目
指
し
て

　

28
年
度
か
ら
の
消
防
救
急
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
、
３
カ

年
計
画
で
施
設
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
総
事
業
費
は
約
14
億

円
で
、
５
つ
の
無
線
局
舎
等
を
整

備
し
消
防
本
部
と
デ
ジ
タ
ル
方
式

で
結
ば
れ
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
方
式

は
音
声
が
と
て
も
明
瞭
で
あ
り
、

双
方
向
の
通
話
や
メ
ー
ル
等
の
デ

ー
タ
通
信
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

複
雑
多
様
化
す
る
災
害
対
応
で

の
消
防
や
救
急
の
さ
ら
な
る
連
携

強
化
、
災
害
へ
の
広
域
的
対
応
も

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
認
識
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
保
育
園
の
問
題
点
等
に

つ
い
て
、
村
上
市
の
保
育
園
18
園

の
う
ち
12
園
の
園
長
に
参
加
い
た

だ
き
、意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
問
題
点
と
し
て
、
３
歳

未
満
児
の
保
育
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
保
育
士
の
配
置
基
準
が

３
歳
未
満
児
３
人
に
対
し
保
育
士

１
人
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
正

職
員
が
少
な
く
臨
時
職
員
の
保
育

士
が
多
い
現
状
で
あ
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

よ
り
良
い
保
育
を
目
指
す
た
め

に
も
正
職
員
の
採
用
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

村
上
市
建
設
業
協
会
か
ら
市
議

会
へ
の
提
案
事
項
に
基
づ
き
、
地

元
建
設
業
の
現
状
を
把
握
す
る
た

め
、
同
協
会
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

同
協
会
か
ら
は
、
地
域
貢
献
度

の
運
用
を
取
り
入
れ
る
な
ど
の
市

入
札
制
度
の
改
正
や
、
建
設
業
界

に
お
け
る
担
い
手
の
確
保
な
ど
の

地
元
建
設
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
提
案
事
項
に
つ
い

て
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
本
市
の

運
用
や
対
応
の
状
況
に
つ
い
て
も

調
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

地
域
貢
献
と
地
元
発
展

市政をチェック！
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む
ら
か
み
市
議
会
だ
よ
り リハビリテーション活動を通じて

村上に貢献したい
篠
しの

崎
ざき

　雅
まさ

江
え

さん（山居町二丁目）

　25年４月に、新潟リハビリテーション大学作業療法学
専攻新設のための教員として、薬剤師の夫と共に転居しま
した。作業療法士はリハビリテーションを担う国家資格で、
日常生活に支援が必要な全ての方に対して、社会とのつな
がりを「作業」を通じて作ります。病院や老人保健施設の
他に、訪問リハビリテーションなど職域は多岐に渡ります。
　公共施設や病院、スーパーといった生活に必要な施設が
半径５㎞以内にあり、生活用品は市内でほぼ揃えることが

できます。町並みはきちんと整備され、城下町の雰囲気が
残っています。少し足を伸ばせば海にも山にも近く、新鮮
な食材が手頃な値段で購入できます。切り身ではない丸ご
との鮭やブリを村上で初めて見ました。
　村上市は、自然と歴史の調和がとれた、とても住みやす
いまちだと思います。転倒予防教室など、大学の地域貢献
活動等を通じて少しでも溶け込んでいけたらと考えていま
す。

　

６
月
の
最
終
日
曜
日
に
、
高
橋
邦
芳
新
市
長
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
５
月
１
日
ま
で
議
会
事
務
局
長
と
し
て
、

私
た
ち
議
員
の
議
員
活
動
を
支
え
て
く
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
開
か
れ
た
議
員
活
動
を
目
指
す

議
員
基
本
条
例
の
制
定
や
各
定
例
会
、
臨
時
会
な
ど

日
々
の
議
員
活
動
の
支
援
を
通
し
事
務
局
長
と
し
て

市
政
発
展
を
探
求
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
長
と
な
ら
れ
た
こ
れ
か
ら
は
、
行
政
の
ト
ッ
プ

と
し
て
、
議
会
と
共
に
車
の
両
輪
の
ご
と
く
、
村
上

市
政
発
展
の
た
め
、
ご
尽
力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
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この地、この家との出会いに感謝！
簗
やな

瀬
せ

 孝
たかし

さん・朝
あさ

子
こ

さん（布部）

　５年前の１月１日のことでした。妻の弟から朝日地区布
部の旧家で現在空き家の話があり、退職のころで、環境も、
その家のことも何もわからないのに、電話でその時決めま
した。東京都板橋区から今年の春に移住しました。
　子どもたちには叱られそうなので当初黙っていましたが、
この夏来て、私たち以上に喜び、孫は裏の小川でカワトン

ボを捕まえようと夢中で遊んでいました。
　二人とも病気をし、医師から「食生活を変えなさい」と
言われていました。朝早くから宮沢賢治の世界のように畑
作りに熱中しています。鍬は初めて持ちました。
　海の幸、山の幸、畑の幸から健康をいただいています。
本当のトマトの味がこれなんだと知りました。日本海の海
の輝きに感動しました。
　縁がありこの旧家で暮らすことになりましたが、将来は
近所の人たちと「地域の茶の間」にしていきたいと考えて
います。

議会の一コマ
　議員自ら災害時の迅速かつ適切な対応を図
れるよう、AEDの操作などの応急手当講習会
を行いました。（７月23日）
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